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1

次の２次関数のグラフをかけ。

(1) y = 2(x − 1)2 + 1

(2) y = −x2 + 2x + 1

(3) y = 1
2x2 − 1

4x

(4) y = (x − 1)(x − 3)

2

(1) x − y = 1のとき、x2 − 2y2 の最大値と、そのときの x, y の値を求めよ。

(2) y = −(x2 − 2x + 2)2 + 6(x2 − 2x + 2) + 2について

(i) x2 − 2x + 2 = tとおくとき、tのとりうる値の範囲を求めよ。

(ii) y の最大値を求めよ。

3

次の方程式、不等式を解け。

(1) |x2 + 6x + 8| = 4x + 11

(2) x2 − 2x − 3 > |x − 1|

1



4

区間 0 ≤ x ≤ 1 における２次関数 y = −x2 − ax + a2 の最大値 M を求めよ。また、

M = 5のとき、aの値を求めよ。

5

xの２次関数 y = ax2 + bx（a, bは定数）の 0 ≤ x ≤ 1における最大値が 16、最小値

が −9となる a, bの組は２組あるという、このとき、aの値を求めよ。

6

２次方程式 x2 + (m + 1)x + 2m− 1 = 0の２つの解が整数となるような、整数mを求

めよ。

7

実係数の２次方程式　 ax2 + bx + c = 0は虚数解をもつものとする。

a + b + c < 0のとき、c < 0であることを示せ。

8

x > 0, y > 0で、x + y = 1のとき

(1)
1
xy
がとる値の範囲を求めよ。

(2)
(

1 +
1
x2

)(
1 +

1
y2

)
がとる値の範囲を求めよ。
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